
農業農村整備優良事例地区コンクールとは・・・ 

農業農村整備事業を契機として、効率的かつ安定的な農業経営を行うため、生産性や収益性の高

い農業を積極的に推進している地区、また、地域独自の取組や環境への配慮など、農村の振興を

図り、活力と個性ある地域づくりを進めている地区及び団体について、広くその成果を普及させ

ることを目的として、平成 8年から行われています。 

 

農業農村整備事業広報大賞とは・・・ 

全国農村振興技術連盟では、農業農村整備事業に関する各種の広報活動のうち、特に創意工夫が

なされ、その成果が優れていると認められる活動を行った団体に対し、表彰をしているもので、

平成３年度から行われています。 

 

 

 

 

稲美町・稲美町ため池協議会連絡会が、平成 19 年度「農業農村整備優良事例地区コンク

ール（農村振興整備部門） 農林水産大臣賞を受賞しました（2008 年（平成 20 年 3 月） 

 

ため池、水辺空間を屋根のない博物館として、農林水産省の補助事業（田園空間整備事業）

を活用し、遊歩道や親水施設などの環境整備について、ため池協議会の創意工夫による地域

活性化の取り組みが評価されました。 

～水辺を活かした魅力いっぱいの地域づくり～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いなみ野ため池ミュージアム推進実行委員会、東播磨ため池協議会連絡会が、 

平成 17 年度 農業農村整備事業 広報大賞を受賞しました。  【2006 年（平成 18）2 月】 

  

「いなみ野ため池博覧会」をはじめ、水辺の魅力を広く普及したことが評価されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 19年度 農業農村整備優良事例地区コンクール（農村振興整備部門） 
農林水産大臣賞 受賞しました 

平成 17年度 農業農村整備事業広報大賞 受賞 


